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二
七
周
年
を
迎
え
て 

新
蒲
田
三
丁
目
、
宮
元
通
り
商
店
街

の
一
角
に
「
甲
斐
（
か
い
）
ひ
か
る
バ

レ
エ
ア
ト
リ
エ
」
が
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
ア
ト
リ
エ
は
一
九
九
二
（
平
成

四
）
年
矢
口
で
開
設
、
二
年
後
現
地
に

移
っ
て
二
七
年
。 

当
初
は
一
〇
名
ほ
ど
の
生
徒
で
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
が
、
現
在
は
ひ
か
る
先

生
に
お
嬢
様
の
瑞
夏
先
生
、
ほ
か
三
名

の
先
生
の
指
導
の
も
と
、
生
徒
数
は
七

〇
名
を
超
え
、
年
齢
も
三
歳
か
ら
八
〇

歳
ま
で
と
い
う
幅
広
い
構
成
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
、
タ
ッ

プ
ダ
ン
ス
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
、
琉
球
舞

踊
な
ど
の
ク
ラ
ス
が
あ
り
ま
す
。 

 

楽
し
い
レ
ッ
ス
ン 

バ
レ
エ
の
レ
ッ
ス
ン
は
、
ベ
ビ
ー
、

チ
ャ
イ
ル
ド
、
ア
ダ
ル
ト
の
ク
ラ
ス
が

あ
り
、
初
・
中
・
上
級
に
分
か
れ
て
各
々

に
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
同
様

に
、
そ
の
他
の
ク
ラ
ス
に
も
目
標
が
あ

り
、
生
徒
は
そ
の
目
標
に
向
か
っ
て
レ

ッ
ス
ン
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

 

取
材
し
た
日
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド
中
級

（
小
学
三
―
四
年
生
）
の
バ
レ
エ
レ
ッ

ス
ン
の
時
間
で
し
た
。
幼
少
期
か
ら
習

っ
て
い
る
子
が
多
く
、
先
生
の
熱
心
な

指
導
に
見
事
に
応
え
て
い
ま
し
た
。 

 

子
ど
も
た
ち
が
「
先
生
は
ち
ょ
っ
と

怖
い
時
も
あ
る
け
ど
、
い
つ
も
優
し
く

教
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」「
将
来
は
バ

レ
リ
ー
ナ
に
な
り
た
い
」
…
…
な
ど
と

礼
儀
正
し
く
、
目
を
輝
か
せ
て
話
し
て

く
れ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。 

 

地
域
と
共
に
歩
む 

 

ア
ト
リ
エ
の
あ
る
「
宮
元
通
り
商
店

街
ま
つ
り
」
で
は
、
年
数
回
踊
り
を
披

露
し
て
い
ま
す
。
「
大
楽
寺
の
豆
ま
き
」

「
蒲
田
西
口
商
店
街
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ

ン
ト
」「
道
塚
自
治
会
敬
老
会
」
へ
の
参

加
や
、
大
田
区
民
プ
ラ
ザ
で
「
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
」
に
出
演
す
る
な
ど
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
昨
年
九
月
一
四
日
に
は
、
神

奈
川
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
第

15

回
発
表
会
を
行
い
、
バ
レ
エ
、
タ
ッ
プ

ダ
ン
ス
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
、
琉
球
舞
踊

な
ど
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
レ
エ
「
不
思
議

の
国
の
ア
リ
ス
」
を
上
演
！ 

あ
の
猛

暑
に
も
負
け
ず
レ
ッ
ス
ン
、
リ
ハ
ー
サ

ル
を
か
さ
ね
た
そ
の
成
果
を
十
分
に
発

揮
し
て
、
多
く
の
観
客
か
ら
拍
手
喝
采

を
浴
び
ま
し
た
。 

 

絆
（
き
ず
な
）
を
大
切
に 

 

ひ
か
る
先
生
は
、
人
と
の
絆
を
大
切

に
ア
ト
リ
エ
を
運
営
し
て
い
ま
す
。 

「
自
分
が
習
っ
た
か
ら
子
ど
も
に
も
習

わ
せ
て
い
る
人
、
や
り
た
く
て
も
で
き

な
か
っ
た
人
、
子
ど
も
と
一
緒
に
習
う

人
な
ど
幅
広
い
年
代
層
で
、
バ
レ
エ
に

興
味
・
関
心
の
あ
る
人
な
ら
誰
で
も
大

歓
迎
。
〝
生
徒
全
員
フ
ァ
ミ
リ
ー
〟
と

の
思
い
で
レ
ッ
ス
ン
を
継
続
し
て
い
き

た
い
」
ま
た
、「
今
後
も
多
く
の
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
出
演
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

更
に
愛
さ
れ
る
ア
ト
リ
エ
に
し
て
い
き

た
い
」
と
熱
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

改
元
の
新
し
い
年
を
迎
え
、
益
々
の

ご
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。 

（
取
材 

伴
野
・
横
山
委
員
） 
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わ
が
ま

ち

の
顔

 
 

 
 

甲
斐
ひ
か
る
バ
レ
エ
ア
ト
リ
エ  

大田区民プラザ「社会を明るくする運動」 
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蒲
田
駅
の
発
車
メ
ロ
デ
ィ 

 

一
日
の
平
均
乗
客
数
一
五
万
人
と
い

わ
れ
る
Ｊ
Ｒ
蒲
田
駅
。
そ
こ
に
流
れ
る

発
車
メ
ロ
デ
ィ
は
ご
存
じ
「
蒲
田
行
進

曲
」
で
す
。
ま
さ
に
ご
当
地
ソ
ン
グ
で

す
が
、
も
と
は
一
九
二
九
（
昭
和
四
）

年
、
松
竹
蒲
田
撮
影
所
が
一
〇
周
年
を

記
念
し
て
作
っ
た
所
歌
で
し
た
。 

 

こ
と
に
一
九
八
二
（
昭
和
三
六
）
年

の
映
画
「
蒲
田
行
進
曲
」
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
曲
と
し
て
使
わ
れ
て
か
ら
は
、
い

っ
そ
う
人
気
の
曲
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

虹
の
都 

光
の
港 

 

キ
ネ
マ
の
天
地 

 

花
の
姿 

春
の
匂
い 

溢
る
る
処 

 

カ
メ
ラ
の
眼
に
映
る 

か
り
そ
め
の 

 
 

恋
に
さ
え 

 

青
春
も
ゆ
る 

生
命
は
お
ど
る 

 

キ
ネ
マ
の
天
地 

（
二
番
略
） 

 

春
の
蒲
田 

花
咲
く
蒲
田 

キ
ネ
マ
の
都 

 

空
に
描
く
白
日
の
夢 

溢
る
る
処 

 

輝
く
緑
さ
え 

と
こ
し
え
の
憧
れ
に 

 

生
く
る
蒲
田 

若
き
蒲
田 

 

キ
ネ
マ
の
都 

      

―
―
原
詞
＝B

r
i
s
h
 
H
o
o
k
e
r

、
日
本
語

の
詞
＝
堀
内
敬
三
、
原
曲
＝R

u
d
o
l
f
 

F
r
i
m
l

、
編
曲
＝
甲
斐
正
人
。 

 
 

松
竹
キ
ネ
マ
蒲
田
撮
影
所 

 

さ
て
、
そ
の
蒲
田
撮
影
所
は
一
九
二

〇
（
大
正
九
）
年
、
松
竹
が
「
東
洋
の

ハ
リ
ウ
ッ
ド
」
を
掲
げ
て
開
設
し
た
も

の
で
す
。
ハ
リ
ウ
ッ
ド
か
ら
技
術
者
を

招
聘
、
最
新
機
材
を
導
入
し
、
映
画
専

門
の
女
性
俳
優
（
女
優
）
の
育
成
等
を

通
じ
て
日
本
映
画
の
近
代
化
に
着
手
し

ま
し
た
。 

蒲
田
で
作
ら
れ
た
映
画
は
「
松
竹
蒲

田
調
」
と
名
付
け
ら
れ
、
日
本
映
画
に

一
時
代
を
築
い
た
の
で
す
。
小
津
安
二

郎
・
成
瀬
巳
喜
男
・
田
中
絹
代
・
高
峰

秀
子
ら
の
映
画
人
を
輩
出
し
、
国
産
初

の
本
格
ト
ー
キ
ー
（
発
声
）
映
画
を
生

み
出
し
た
の
も
こ
の
撮
影
所
で
し
た
。 

し
か
し
、
映
画
が
庶
民
の
最
大
の
娯

楽
と
し
て
成
長
し
て
い
く
過
程
で
こ
の

場
所
で
は
手
狭
と
な
り
、
周
辺
町
工
場

の
騒
音
も
制
作
上
の
支
障
と
な
っ
て
、

一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
、
鎌
倉
市

大
船
に
移
転
し
ま
す
。
こ
の
一
六
年
間

に
松
竹
蒲
田
で
制
作
さ
れ
た
映
画
は
、

な
ん
と
一
二
〇
〇
本
！ 

そ
の
跡
地
に
は
現
在
、
ニ
ッ
セ
イ
ア

ロ
マ
ス
ク
エ
ア
や
大
田
区
民
ホ
ー
ル
ア

プ
リ
コ
が
建
っ
て
い
ま
す
。
今
、
ア
プ

リ
コ
の
一
階
に
は
、
撮
影
所
正
門
前
に

架
け
ら
れ
て
い
た
松
竹
橋
親
柱
が
保
存

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
地
下
一
階
に
は
松

竹
寄
贈
の
、
精
巧
な
撮
影
所
全
体
の
ジ

オ
ラ
マ
が
展
示
さ
れ
て
い
て
、「
キ
ネ
マ

の
天
地
・
都
」
と
う
た
わ
れ
た
当
時
を

偲
ぶ
よ
す
が
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

               

      

     

        

当
時
の
撮
影
所
の
様
子 

 

一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
ご
ろ
の

大
船
撮
影
所
入
口
に
は
、
毎
日
の
俳
優

予
定
表
が
掲
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
各

映
画
監
督
の
組
ご
と
に
小
津
組
・
木
下

組
・
渋
谷
組
等
の
下
に
、
翌
日
の
出
演

者
の
「
氏
名
・
撮
影
開
始
時
刻
・
撮
影

予
定
シ
ー
ン
番
号
」
が
書
き
込
ん
で
あ

っ
て
、
備
考
欄
に
は
、
当
人
の
確
認
サ

イ
ン
が
あ
っ
た
由
。
主
演
者
か
ら
大
部

屋
の
一
通
行
人
に
至
る
ま
で
、
全
出
演

者
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
、
こ
れ
は
蒲
田

撮
影
所
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
た
シ
ス

テ
ム
だ
っ
た
そ
う
で
す
。 

 

一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
当
時
の
蒲

田
撮
影
所
名
簿
に
は
、
男
優
大
部
屋
一

四
〇
名
・
女
優
大
部
屋
一
〇
五
名
に
ス

タ
ー
を
合
わ
せ
て
、
俳
優
だ
け
で
総
勢

二
九
〇
名
と
い
う
驚
く
べ
き
数
字
が
残

っ
て
い
ま
す
。 

♪ 

蒲
田
行
進
曲
の
街 

蒲田撮影所正面（昭和初期、手前が松竹橋） 

 

現在の松竹橋  
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蒲
田
駅
か
ら
撮
影
所
に
続
く
東
口
大

通
り
は
「
蒲
田
銀
座
通
り
」
と
呼
ば
れ

て
、
当
時
の
ス
タ
ー
や
映
画
関
係
者
が

行
き
交
う
、
賑
や
か
で
華
や
か
な
空
間

で
し
た
。 

一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
発
行
の

雑
誌
「
蒲
田
」
を
は
じ
め
「
蒲
田
画
報
」 

「
蒲
田
下
賀
茂
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
」「
蒲
田

映
画
」「
蒲
田
花
形
」
な
ど
、
蒲
田
だ
け

で
も
五
、
六
種
の
フ
ァ
ン
雑
誌
が
出
版

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

蒲
田
の
昔
と
今 

 

か
つ
て
蒲
田
は
「
梅
ノ
木
村
」
と
呼

ば
れ
、
梅
の
名
所
で
し
た
。
当
地
の
豪

族
＝
蒲
田
氏
が
平
良
文
の
娘
＝
梅
姫
と

結
婚
し
た
際
、
京
都
か
ら
取
り
寄
せ
た

の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

江
戸
時
代
に
な
る
と
六
郷
用
水
が
蒲

田
に
肥
沃
な
農
地
を
作
り
、
農
家
は
米

や
麦
を
主
に
梅
の
栽
培
で
生
計
を
立
て

て
い
ま
し
た
。
蒲
田
の
梅
は
歌
川
広
重

が
〝
江
戸
名
所
百
景
〟
と
し
て
描
き
、

現
在
、
大
田
区
の
〝
区
の
花
〟
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

明
治
か
ら
大
正
に
か
け
、
蒲
田
の
菖

蒲
園
は
名
勝
地
と
し
て
評
判
で
し
た
。

そ
の
広
さ
約
三
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
場

所
は
今
の
蒲
田
小
学
校
付
近
。
あ
や
め

（
菖
蒲
）
橋
に
そ
の
名
残
を
と
ど
め
て

い
ま
す
が
、
蒲
田
駅
は
そ
の
行
楽
客
の

た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。
一

九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
の
こ
と
で
す
。

初
め
は
寂
し
い
駅
で
し
た
が
、
一
九
二

〇
（
大
正
九
）
年
に
蒲
田
撮
影
所
が
発

足
す
る
と
、
駅
前
商
店
街
が
急
速
に
発

展
し
て
い
き
ま
す
。
二
年
後
、
蒲
田
村

が
蒲
田
町
に
な
り
、
そ
の
祝
賀
会
の
席

上
、
初
代
石
井
町
長
は
、
蒲
田
撮
影
所

に
対
し
、
街
の
発
展
貢
献
者
と
し
て
厚

く
謝
辞
を
述
べ
た
そ
う
で
す
。 

 

一
方
、
蒲
田
駅
の
開
業
に
よ
っ
て
周

辺
に
大
小
の
工
場
が
立
地
し
、
職
住
一

体
の
黒
澤
村
（
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
）
の

誕
生
や
新
潟
鉄
工
所
・
大
倉
陶
園
・
高

砂
香
料
・
各
務
ク
リ
ス
タ
ル
な
ど
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
昭
和
に
入
っ
て
満
州
事
変
に
始
ま
る

戦
争
は
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年

八
月
の
終
戦
で
幕
を
閉
じ
ま
す
が
、
そ

の
年
四
月
一
五
日
の
空
襲
で
蒲
田
の
街

は
焦
土
と
化
し
ま
し
た
。
以
来
七
〇
数

年
、
蒲
田
は
大
田
区
行
政
の
中
心
地
と

し
て
、
ま
た
都
南
部
を
代
表
す
る
繁
華

街
と
な
っ
て
今
日
を
迎
え
て
い
ま
す
。 

  

そ
し
て
「
蒲
田
行
進
曲
」
も
誕
生
し

て
九
〇
年
、
今
も
街
の
会
合
で
、
そ
の

締
め
に
は
必
ず
登
場
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
さ
ら
に
歌
い
・
踊
り
継
が
れ
て
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。 

（
取
材 

伊
藤
・
下
山
・
飯
島
委
員
） 

    

                                 

                  
 

蒲田撮影所（昭和６年） 広重「蒲田の梅園」 
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地
域
と
地
域
住
民
で
つ
く
る
地
域
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

た
め
の
「
か
ま
に
し
コ
ン
サ
ー
ト
」
。 

―
―
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
二
〇
〇
九
年

に
産
声
を
上
げ
て
以
来
、
回
を
か
さ
ね

る
こ
と
一
一
回
め
、
今
年
も
二
月
二
四

日
（
日
）
、
幅
広
い
年
齢
層
、
多
彩
な
ジ

ャ
ン
ル
一
三
団
体
の
出
演
を
得
て
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
三
寒
四
温
の
真

っ
只
中
、
ス
テ
ー
ジ
は
春
に
先
駆
け
て

ま
さ
に
百
花
繚
乱
！ 

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
第
八
回
以
降
、

主
催
が
道
塚
自
治
会
か
ら
蒲
田
西
地
区

自
治
会
連
合
会
に
代
わ
り
、
ま
た
会
場

が
今
回
、
従
前
の
大
田
区
民
セ
ン
タ
ー

音
楽
ホ
ー
ル
の
解
体
に
と
も
な
い
東
京

実
業
高
等
学
校
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ア
リ
ー

ナ
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。 

上
野
理
事
長
、
知
念
校
長
は
じ
め
同

校
挙
げ
て
の
ご
協
力
に
、
あ
ら
た
め
て

お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
当
日
の
出
演
団
体
は
順
に 

１ 

道
塚
幼
稚
園
（
合
奏
） 

２ 

お
な
づ
か
小
学
校
（
バ
イ
オ
リ
ン
） 

３ 

相
生
こ
ど
も
手
話
の
会
（
手
話
歌
） 

４ 

ウ
リ
パ
ラ
ム
（
韓
国
伝
統
打
農
楽
） 

５ 

道
塚
小
学
校
合
唱
団
（
合
唱
） 

６ 

今
泉
延
命
寺
双
盤
講
保
存
会
（
双
盤 

    

 念
仏
） 

７ 

東
京
実
業
高
等
学
校
（
マ
ー
チ
ン
グ 

バ
ン
ド
） 

 
 

―
休
憩
― 

８ 

南
蒲
幼
稚
園
（
演
奏
・
歌
） 

９ 
G
e
n
e
s
i
s
 Y
o
u
t
h
 C
h
o
r

（
混
声
合
唱
） 

10 

多
摩
川
諏
訪
囃
子
（
江
戸
囃
子
） 

11 

下
丸
子
ほ
ほ
え
み
合
唱
団
（
合
唱
） 

12 
日
本
工
学
院
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
カ
レ

ッ
ジ
（
ポ
ッ
プ
ス
） 

13 

マ
リ
ン
ス
ノ
ー
（
歌
謡
曲
） 

 
 

前
後
半
ト
ッ
プ
を
務
め
た
可
愛
い
園

児
の
素
晴
ら
し
さ
、
プ
ロ
ま
が
い
の
出

演
者
、
そ
し
て
珍
し
い
演
目
…
…
そ
れ

ぞ
れ
の
熱
演
に
酔
い
し
れ
て
、
思
わ
ず

歓
声
、
惜
し
み
な
い
拍
手
で
過
ご
し
た 

           

                  

約
四
時
間
で
し
た
。 

そ
し
て
フ
ィ
ナ
ー
レ
。
会
場
全
員
に

よ
る
ご
当
地
ソ
ン
グ
「
蒲
田
行
進
曲
」

の
大
合
唱
。
女
性
有
志
の
踊
り
も
加
わ

っ
て
、
だ
れ
も
が
こ
の
街
に
暮
ら
す
幸

せ
を
か
み
し
め
た
の
で
し
た
。 

 
 

な
お
、
当
日
の
入
場
者
は
延
べ
一
五

〇
〇
名
。
同
時
に
行
っ
た
募
金
活
動
の

ご
芳
志
は
、
大
田
区
福
祉
事
業
積
立
基

金
へ
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
く
そ
う
で
す
。 

関
係
者
の
皆
様
、
た
い
へ
ん
ご
く
ろ

う
さ
ま
で
し
た
。 （

取
材 

山
口
委
員
） 

 

                    

蒲田西特別出張所管内 

人口 

男 3 2，469 人  

女 3 0，092 人  

計 6 2，561 人  

世帯 35，838 世 帯  

令和元年 ５月１日現在 

第
１１
回
か
ま
に
し
コ
ン
サ
ー
ト 

フィナーレ――「蒲田行進曲」の大合唱 

今泉延命寺双盤講保存会の双盤念仏 

 

「
か
ま
に
し
17
」
を
お
読
み
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

情
報
紙
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご

感
想
、 

ま
た
は
投
稿
な
ど
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
事
務
局

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

 

事
務
局 

 

蒲
田
西
特
別
出
張

所 

大
田
区
西
蒲
田
七-

一
一-

一 

電
話 

 

３
７
３
２
・
４
７
８
５ 


